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「
祈
り
」
の
語
源
で
あ
る
「
生
宣
（
い
の
）
り
」
は
生
命

の
宣
言
で
あ
り
、
生
き
て
い
る
こ
と
へ
の
感
謝
の
意
味
が

あ
り
ま
す
。
い
に
し
え
よ
り
人
々
は
大
自
然
に
宿
る
神

性
・
仏
性
な
ど
の
人
智
を
超
え
た
存
在
に
対
し
畏
敬
の
念

を
抱
き
、
そ
の
対
話
の
手
段
と
し
て
祈
り
を
捧
げ
、
大
地

の
恵
み
で
あ
る
樹
や
石
や
金
・
銀
・
銅
と
い
っ
た
鉱
物

を
用
い
て
眼
に
見
え
る
姿
に
現
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
祈

り
が
純
粋
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
生
ま
れ
た
姿
に
美
し
い
精

神
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

M
I
H
O 

M
U
S
E
U
M
は
開
館
以
来
、
日
本
と
大

陸
の
東
西
文
明
に
関
す
る
美
術
品
を
所
蔵
し
公
開
し
て
き

ま
し
た
。
大
自
然
を
背
景
に
南
館
に
古
代
美
術
、
北
館
に

主
に
特
別
展
を
中
心
と
し
た
日
本
美
術
が
佇
む
空
間
を
巡

る
と
、
あ
た
か
も
東
西
の
美
し
い
祈
り
が
共
鳴
し
て
い
る

か
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

本
展
で
は
世
界
平
和
へ
の
祈
り
を
込
め
て
作
ら
れ
た
唐
紙

の
大
作
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」
を
中
心
に
、

東
西
の
館
蔵
品
か
ら
様
々
な
地
域
と
時
代
に
生
ま
れ
た
祈

り
を
宿
す
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。
古
代
文
明
の
神
々
を
は

じ
め
大
自
然
へ
の
畏
敬
か
ら
生
ま
れ
た
聖
獣
や
聖
樹
信
仰

の
作
品
群
、
日
本
人
の
祈
り
の
対
象
で
あ
っ
た
神
仏
像
や

東
大
寺
の
修
二
会
（
お
水
取
り
）
に
関
連
す
る
作
品
、
ま

た
暮
ら
し
に
籠
め
ら
れ
た
祈
り
の
対
象
を
描
い
た
絵
画

を
中
心
に
、
初
公
開
作
品
8
点
を
含
む
84
点
を
公
開
し
、

人
類
普
遍
の
願
い
で
あ
る
世
界
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
機

会
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
美
の
祈
り
が
奏
で
る
東
西
の

美
し
い
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。 
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講演会

各日とも　時間―13:30～ 15:00　　会場―MIHO MUSEUM（美術館棟内）　南館レクチャーホール　　予約不要―当日美術館棟受付にて整理券配布　　
参加費―無料（入館料要）

注ぐ器 “リュトン”に込められた祈りについて
3月 25日土　
講師：稲垣　肇（当館主任研究員）

焔摩天の物語
4月 29日土　
講師：畑中章良（当館学芸部長）

美と祈り 東西を結ぶもの
5月 14日日　
講師：金子直樹 （当館主任学芸員）
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開館時間―午前10時─午後5時（入館は午後4時まで）

入館料―一般 1300円、高・大生 1000円、中学生以下 無料 ＊当館HPよりオンラインチケットでも購入可能　　

主催― 、 　

後援―滋賀県、滋賀県教育委員会、NHK大津放送局、BBCびわ湖放送、エフエム京都、帝産湖南交通

〒529-1814滋賀県甲賀市信楽町田代桃谷 300   
Tel.0748-82-3411   https://www.miho.jp/

バス時刻表　※バス時刻は変更されることがあります。

JR琵琶湖線 石山駅 発 ▶ 帝産バス「MIHO MUSEUM行き」（所要時間50分）

平　日 9:10 10:10 11:10 12:10 13:10

土日祝 9:10 9:50 10:10 11:10 12:10 13:10 14:10

MIHO MUSEUM 発 ▶ 「JR石山駅行き」

11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:07 17:14

信楽高原鐵道 信楽駅 発 ▶ 「田代・畑・陶芸の森巡回線」（所要時間20分）

9:50 13:50

MIHO MUSEUM 発 ▶ 「信楽駅」方面

10:10 12:20 13:30 14:06

タクシー利用：JR「石山」・「瀬田」・「草津」各駅より35分、信楽高原鐡道「信楽駅」より20分
高速道路利用：新名神「信楽I.C.」より15分、「草津田上I.C.」より20分、名神「栗東I.C.」／京滋バイパス「瀬田東I.C.」より各30分、名阪国道「壬生野I.C.」より35分

アクセス―

夏季特別展

蒔絵百花繚乱─江戸時代の名工とその系譜
2023年7月15日土─8月20日日

芦間鶴蒔絵硯箱
江戸時代　17世紀
泉湧寺蔵　


